
（第２号様式）

説
明

説
明

説
明

説
明

説
明

68,141

状
況
変
化

実施計画当初（平成21年～）からの状況変化

事
業
費
の
実
績

計（Ａ＋Ｂ） 千円 38,043 58,740

0.29

1,969

この事業にかかる職員数 人/年 0.39 0.29

人件費（Ｂ） 千円 2,701 1,969

一般財源 千円 35,342 56,771 66,172

その他 千円 0 0

国庫支出金 千円 0

道支出金 千円 0

起　債

（評価年度決算見込） （予　算）

66,172

0

0

0

直接事業費（Ａ） 千円 35,342 56,771

千円 0

単位
21 年度 22 年度 23 年度

備　考
（決　算）

実績

目標 - -

冬期観光東京直行便支援事業ツアー助成者
数

人

-

実績

- -

冬期において事業登録した旅行会社が企画・催行するツアーで東京直行便を片道以上利
用して稚内市内の事業登録施設に１泊以上し助成した人数

実績 - 4,724

目標 -

目標 - 5,000 5,500

2

25  年度

2 2

実績 1

要望件数 件 目標 2

市及び稚内空港高度利用協議会が国及び運航会社（全日空）に対して行った要望数

174

活
動
指
標

名　称 単　位 21 年度 22 年度

22 年度 25  年度

路線利用人数 千人 目標 ↑ ↑ ↑

21 年度

東京、新千歳、※丘珠（H22、６月まで）関西、名古屋便における利用人数の向上 実績 172

成
果
指
標

名　称 単　位

目
的

航空路線拡充に向けた整備や利用者増加を図り、地域経済の活性化や安全安心な住民生活の実現を目的とする。

５
ヶ
年
の

施
策
展
開

・航空路線における利用者増加につながる事業の検討・実施
・航空路線に係る関係機関への要望活動

関連施策

現
状
と
課
題

　道路や航空路、港湾についての整備は着実に進捗しており、今後も引き続き要望を継続する。なかでも航空路は、都市交流人
口の増加といった地域経済に大きな影響を及ぼすことから、ハード・ソフト両面の要望や自ら実施できる利用者増加に向けた事
業の創出が重要である。

総
合
計
画
体
系

分　野 4 都市基盤

政　策 1 公共交通を充実させたまちづくり

施　策 2 都市間交通の基盤整備を進めます

評価担当部署 総務部地域振興課 課長（主幹）名 布　施　　　茂

実施計画事業名 空港利用促進事業 評価対象年度 平成

整理№ 131 事 業 評 価 シ ー ト

22 年度



【１次評価】

年 月 日

【内部評価委員会】

意
　
見

空港利用促進事業 最終更新日 平成 23 5 10

細事業の構成

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要
＜２次評価者の視点からコメントを記入する＞

１次評価のとおり取り進めること。

ｃ 細事業の進め方 ｃ

総
合
評
価

Ｂ 見直しの検討が必要
＜Ａ～Ｃ判定を受けての今後の方針、問題点に対する改善策などを記入する＞

【２次評価】

コスト効率 ａ

２３年度は、東日本大震災により、今まで以上に観光入込み客等への影響が危惧されることから、関係団体等と連
携を図り稚内空港利用促進の方策を検討するとともに、市独自の取組みを検討していく。
また、要請活動も適切な時期に今まで以上に精力的に行っていく。
冬期観光直行便支援事業では個人旅行型に対応するため新たな事業を実施する予定である。

成　　果 ａ

細
事
業
の
構
成
・
進
め
方

細事業の改廃や新規細事業の必要性はないか

ｃ

コ
ス
ト
効
率

無駄なコストが発生していないか、投入した予算や人員に見合った効果が得られているか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　改善の余地がある
＜ｂ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

各細事業の進め方について、市民との協働、他団体等との役割分担の見直し、環境への配慮など、改善の必要性はないか

ｃ 　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要

稚内観光協会や関係団体等とのなお一層の連携を行い、稚内便の利用を道内外に呼びかけるとともに、新たな利
用客増加のための方策を検討する必要がある。

＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

成
 
 

果

成果指標の単年度の目標値は達成できたか（単年度の目標値がない場合は、長期的な目標値を達成できそうか予測）

ａ 　 ａ　目標達成　　　ｂ　ほぼ目標どおり　　ｃ　目標達成できず（目標値と大きな差がある）
＜ｃ の場合は、なぜかを分析して記入する＞

　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

稚内空港利用者の増加に向けて関係課と連携を取り市独自の取組みを早急に検討する必要がある。
冬期観光直行便支援事業については、個人行動型旅行商品を利用する稚内への観光客と旅行商品を企画する旅
行代理店の増加につながる取組みが必要である。


